
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2003－288045
(P2003－288045A)

(43)公開日 平成15年10月10日(2003.10.10)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �G�0�9�G  3/30    

   � � � �   3/20    611

   � � � �           612

   � � � �           623

   � � � �           

   �G�0�9�G  3/30    J

   � � � �   3/20    611 H

   � � � �           612 F

   � � � �           623 B

   � � � �           623 F

�3�K�0�0�7

�5�C�0�8�0

審査請求 有 請求項の数 8　ＯＬ（全 7 数） 最終頁に続く

(21)出願番号 特願2002－87951(P2002－87951)

(22)出願日 平成14年3月27日(2002.3.27)

(71)出願人 000116024

ローム株式会社

京都府京都市右京区西院溝崎町21番地

(72)発明者 前出 淳

京都市右京区西院溝崎町21番地  ローム株

式会社内

(72)発明者 藤沢 雅憲

京都市右京区西院溝崎町21番地  ローム株

式会社内

(74)代理人 100079555

弁理士 梶山 佶是 (外1名)

最終頁に続く

(54)【発明の名称】 有機ＥＬ駆動回路およびこれを用いる有機ＥＬ表示装置

(57)【要約】
【課題】携帯電話機等の画面での有機ＥＬパネルの電流
ドライバＩＣ間での相違による画面での輝度むらを低減
できる有機ＥＬ駆動回路を提供することにある。
【解決手段】この発明は、入力側トランジスタに所定の
駆動電流が供給されて複数の出力側トランジスタに有機
ＥＬパネルのピンを駆動するための電流あるいはその基
礎となる電流を取出すカレントミラー回路を有する有機
ＥＬ駆動回路において、出力側トランジスタの１つの出
力電流を受けて第１の電流値の電流を発生する電流出力
回路と、同様なカレントミラー回路と同様な電流出力回
路とを有する前段の有機ＥＬ駆動回路の電流出力回路か
ら第１の電流値に相当する第２の電流値の電流を入力端
子を介して受けて自己の電流出力回路に第１の電流値の
電流を発生させるように入力側トランジスタを駆動する
電流発生回路とを備えるものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】入力側トランジスタに所定の駆動電流が供
給されて複数の出力側トランジスタに有機ＥＬパネルの
ピンを駆動するための電流あるいはその基礎となる電流
を取出すカレントミラー回路を有する有機ＥＬ駆動回路
において、
前記出力側トランジスタの１つの出力電流を受けて第１
の電流値の電流を発生する電流出力回路と、
前記と同様なカレントミラー回路と前記と同様な電流出
力回路とを有する前段の有機ＥＬ駆動回路の前記電流出
力回路から前記第１の電流値に相当する第２の電流値の
電流を入力端子を介して受けて自己の前記電流出力回路
に前記第１の電流値の電流を発生させるように前記入力
側トランジスタを駆動する電流発生回路とを備えること
を特徴とする有機ＥＬ駆動回路。
【請求項２】前記電流発生回路は、基準電流発生回路で
あり、自己の前記電流出力回路は、前記第１の電流値の
電流を前記基準電流発生回路に送出し、前記基準電流発
生回路は、前記第１の電流値を受けてこの第１の電流値
と前記第２の電流値とが実質的に同一になるように前記
入力側トランジスタを駆動する請求項１記載の有機ＥＬ
駆動回路。
【請求項３】自己の前記電流出力回路が出力電流を受け
る前記出力側トランジスタは、前記ピンを駆動する電流
を取り出すものではなく、前記カレントミラー回路と前
記電流発生回路とを有する次段の有機ＥＬ駆動回路へ前
記第１の電流値の電流を出力端子を介して出力する次段
電流出力回路である請求項１記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項４】前記次段電流出力回路は、さらに前記第１
の電流値の電流を前記基準電流発生回路に送出する第２
の電流出力回路を有し、前記基準電流発生回路は、前記
第２の電流出力回路から前記第１の電流値を受けてこの
第１の電流値と前記第２の電流値とが実質的に同一にな
るように前記入力側トランジスタを駆動する請求項３記
載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項５】有機ＥＬ表示パネルと、
入力側トランジスタに所定の駆動電流が供給されて複数
の出力側トランジスタに前記有機ＥＬパネルのピンを駆
動するための電流あるいはその基礎となる電流を取出す
カレントミラー回路と、
前記出力側トランジスタの１つの出力電流を受けて第１
の電流値の電流を発生する電流出力回路と、
前記と同様なカレントミラー回路と前記と同様な電流出
力回路とを有する前段の有機ＥＬ駆動回路の前記電流出
力回路から前記第１の電流値に相当する第２の電流値の
電流を入力端子を介して受けて自己の前記電流出力回路
に前記第１の電流値の電流を発生させるように前記入力
側トランジスタを駆動する電流発生回路とを備えること
を特徴とする有機ＥＬ駆動回路。
【請求項６】前記電流発生回路は、基準電流発生回路で*
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*あり、自己の前記電流出力回路は、前記第１の電流値の
電流を前記基準電流発生回路に送出し、前記基準電流発
生回路は、前記第１の電流値を受けてこの第１の電流値
と前記第２の電流値とが実質的に同一になるように前記
入力側トランジスタを駆動する請求項５記載の有機ＥＬ
表示装置。
【請求項７】自己の前記電流出力回路が出力電流を受け
る前記出力側トランジスタは、前記ピンを駆動する電流
を取り出すものではなく、前記カレントミラー回路と前
記電流発生回路とを有する次段の有機ＥＬ駆動回路へ前
記第１の電流値の電流を出力端子を介して出力する次段
電流出力回路である請求項５記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項８】前記次段電流出力回路は、さらに前記第１
の電流値の電流を前記基準電流発生回路に送出する第２
の電流出力回路を有し、前記基準電流発生回路は、前記
第２の電流出力回路から前記第１の電流値を受けてこの
第１の電流値と前記第２の電流値とが実質的に同一にな
るように前記入力側トランジスタを駆動する請求項７記
載の有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、有機ＥＬ駆動回
路およびこれを用いる有機ＥＬ表示装置に関し、詳しく
は、携帯電話機等で使用される単純マトリックス型の有
機ＥＬパネルにおいて、その電流ドライバＩＣ間での相
違による画面での輝度むらを低減でき、特に、高輝度カ
ラー表示に適した有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表示
装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ表示装置は、自発光による高輝
度表示が可能であることから、小画面での表示に適し、
携帯電話機、ＤＶＤプレーヤ、ＰＤＡ（携帯端末装置）
等に搭載される次世代表示装置として現在注目されてい
る。この有機ＥＬ表示装置には、液晶表示装置のように
電圧駆動を行うと、輝度ばらつきが大きくなり、かつ、
Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）に感度差があることから
制御が難しくなる問題点がある。そこで、最近では、電
流駆動のドライバを用いた有機ＥＬ表示装置が提案され
ている。例えば、特開平１０－１１２３９１号などで
は、電流駆動により輝度ばらつきの問題を解決する技術
が記載されている。
【０００３】携帯電話機用の有機ＥＬ表示装置の有機Ｅ
Ｌ表示パネルでは、カラムラインの数が３９６個（１３
２×３）の端子ピン（以下ピン）、ローラインが１６２
個のピンを持つものが提案され、カラムライン、ローラ
インのピンはこれ以上に増加する傾向にある。このよう
なピン数の増加により、特に、カラムライン側では複数
のカラムＩＣドライバがフルカラーでＲ，Ｇ，Ｂ各４４
ピンの１３２ピンとなり、それが３ドライバ必要にな
る。そのためカラムＩＣドライバ相互間の特性のばらつ
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きにより輝度むらが発生する問題がある。そこで、この
ような問題を解決する発明として、この出願人は、すで
に特願２００１－８６９６７号「有機ＥＬ駆動回路およ
びこれを用いる有機ＥＬ表示装置」を出願している。ま
た、この種の問題を解決する技術として特開２００１－
４２８２７号「ディスプレイ装置及びディスプレイパネ
ルの駆動回路」を挙げることができる。
【０００４】前記した前者の特願２００１－８６９６７
号の発明では、複数のカラムＩＣドライバの特性の相違
からくる輝度むらを防止するために入力側トランジスタ
１個に対して多数の出力側トランジスタをパラレルに設
けたカレントミラー回路によりドライブ段を構成して、
これにより多数のカラムピン駆動電流のドライブ電流を
生成し、１個の入力側トランジスタを多数の出力側トラ
ンジスタの中央に配置することで、カラムＩＣドライバ
の最初の出力ピンと最後の出力ピンのピン駆動電流を実
質的に等しくしている。さらに、あるカラムＩＣドライ
バの最後の出力ピンのピン駆動電流と次のカラムＩＣド
ライバの最初の出力ピンのピン駆動電流とをレーザトリ
ミングで抵抗値を選択して電流値が特定の値になるよう
に調整して、カラムＩＣドライバ間の特性を等しく調整
している。このことで輝度むらをなくすようにしてい
る。この点、後者の特開２００１－４２８２７号の発明
では、複数のカラムＩＣドライバの特性の相違を解消す
るために、初段のカラムＩＣドライバの入力側トランジ
スタ１個でパラレル駆動される最後の出力側カレントミ
ラー接続トランジスタから出力電流を出力として外部へ
取出して、それを次のカラムＩＣドライバに入力して入
力側トランジスタの駆動電流を等しくするようにしてい
る。これによりカラムＩＣドライバごとのピン駆動電流
も実質的に等しくなるはずであるが、実際にはそれは難
しい。
【０００５】図２は、その後者の実施例の回路図であっ
て、２１は、初段のカラムＩＣドライバ（第１陽極線ド
ライブ回路）であり、基準電流制御回路ＲＣ、制御電流
出力回路ＣＯ、スイッチＳ1～Ｓmからなるスイッチブロ
ックＳＢ、ｍ個の電流駆動源としてトランジスタＱ1～
Ｑm及びバイアス抵抗Ｒ1～Ｒmとを有している。２２
は、次段のカラムＩＣドライバ（第２陽極線ドライブ回
路）であり、駆動電流出力回路ＣＣ、スイッチＳ1～Ｓm
からなるスイッチブロックＳＢ、ｍ個の電流駆動源とし
てトランジスタＱ1～Ｑm及びバイアス抵抗Ｒ1～Ｒmとを
有している。各ドライバのトランジスタＱ1～Ｑmの出力
がカラム側のピンに対する駆動電流としてスイッチＳ1
～Ｓm，出力端子Ｘ1～Ｘmを介して駆動電流ｉが出力さ
れる。基準電流制御回路ＲＣは、基準電圧ＶREFを外部
から受けるオペアンプＯＰと、このオペアンプＯＰの出
力をベースに受けて駆動されるトランジスタＱa、この
トランジスタＱaのエミッタとグランドＧＮＤ間に設け
られた抵抗Ｒp、トランジスタＱaの上流でこのトランジ
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スタのコレクタにそのコレクタが接続されたトランジス
タＱbからなり、抵抗Ｒpにより発生する電圧がオペアン
プＯＰの入力に帰還されて定電流源を構成する。そし
て、トランジスタＱbのエミッタが抵抗をＲrを介して電
源ラインＶBE（デバイスの電源ラインＶDDに相当する）
に接続されている。ここで、トランジスタＱbは、トラ
ンジスタＱ1～Ｑmおよび制御電流出力回路ＣＯのトラン
ジスタＱoとカレントミラー接続され、これらトランジ
スタの入力側カレントミラー接続のトランジスタとなっ
ていて、基準電流制御回路ＲＣで発生する基準電流ＩRE
Fにより駆動される。
【０００６】カラムＩＣドライバ２１のトランジスタＱ
bとトランジスタＱ1～Ｑmと、カラムＩＣドライバ２２
のトランジスタＱeとトランジスタＱ1～Ｑmとは、それ
ぞれカレントミラー電流出力回路を構成していて、カラ
ムＩＣドライバ２２の駆動電流出力回路ＣＣは、基準電
流制御回路ＲＣに対応している。その構成は、トランジ
スタＱc、Ｑdのカレントミラー回路と、カレントミラー
接続の出力側トランジスタＱdで駆動されるトランジス
タＱeとからなる。入力側トランジスタＱcが制御電流出
力回路ＣＯからの電流Ｉout＝ｉcの電流を受けてトラン
ジスタＱeを駆動する。このトランジスタＱeは、トラン
ジスタＱ1～Ｑmとカレントミラー接続された入力側トラ
ンジスタとなっている。なお、抵抗Ｒo、抵抗Ｒrの抵抗
値は等しく、抵抗Ｒsの抵抗値は抵抗Ｒ1～Ｒmと等し
い。また、ＧＡ1～ＧＡm、ＧＢ1～ＧＢmは、スイッチブ
ロックＳＢの各スイッチＳ1～ＳmのＯＮ／ＯＦＦを制御
する制御信号である。
【０００７】このような構成において、さらに、スイッ
チブロックＳＢの位置には、ピン対応に入力側トランジ
スタを設け、出力側トランジスタをピンに接続した一対
のカレントミラー電流出力回路を設け、ＧＡ1～ＧＡmに
応じてこの回路をスイッチング制御する構成の電流駆動
回路がある。この場合には、前記のカレントミラー電流
出力回路１３ａは、ドライブ段となり、手前の入力段と
なる基準電流発生回路から基準電流を受けてピン対応に
多数のミラー電流を発生して、あるいはこのミラー電流
として発生した基準電流をｋ倍（ｋは２以上の整数）の
電流に増幅して前記出力回路を駆動する。そして、その
ｋ倍電流増幅回路には、ピン対応にＤ／Ａ変換回路を設
けて、このＤ／Ａ変換回路がカラム側のピン対応に表示
データを受けてこの表示データをピン対応にＤ／Ａ変換
して１ライン分の駆動電流を同時に生成する。先の特願
２００１－８６９６７号のカラムラインの電流駆動回路
はこのような回路構成を採っている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】複数の出力側トランジ
スタをパラレルに駆動するカレントミラー回路をドライ
ブ段あるいは出力段に用いる電流駆動回路として、前記
の図２に示すカラムＩＣドライバ回路２１，２２を例に
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採って説明すると、トランジスタＱoの出力電流Ｉout＝
ｉcがトランジスタＱc、Ｑdのカレントミラーを介して
トランジスタＱeに伝送されてこれの駆動電流が理論的
には基準電流ＩREFと等しく電流ｉが流れるはずであ
る。しかし、基準電流をチップ間で一致させていても、
Ｄ／Ａ変換回路、出力回路のトランジスタの特性（ｈf
e，アーリ電圧等）は、チップ間で異なるため、実際の
出力電流をチップ間で精度よく一致させることは困難で
ある。そのため、カラムＩＣドライバ２２で発生する基
準電流ＩREFとカラムＩＣドライバ２１で発生する基準
電流ＩREFとの差が大きくなって、ドライバの境目での
輝度むらが十分に解消できない問題がある。
【０００９】この点、特願２００１－８６９６７号の発
明は、駆動電流を伝送することなく、各ドライバごとに
駆動電流を調整するので、輝度むらを解消できるが、カ
ラムＩ  Ｃドライバごとに製造過程でレーザトリミング
によりトリミングする抵抗値の選択をすることが必要に
なる。その分、製造効率が低下する問題がある。この発
明の目的は、このような従来技術の問題点を解決するも
のであって、携帯電話機等の画面での有機ＥＬパネルの
電流ドライバＩＣ間での相違による画面での輝度むらを
低減できる有機ＥＬ駆動回路を提供することにある。こ
の発明の他の目的は、有機ＥＬパネルの電流ドライバＩ
Ｃ間での相違による画面での輝度むらを低減できる有機
ＥＬ表示装置を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】このような目的を達成す
るためのこの発明の有機ＥＬ駆動回路およびこれを用い
る有機ＥＬ表示装置の特徴は、入力側トランジスタに所
定の駆動電流が供給されて複数の出力側トランジスタに
有機ＥＬパネルのピンを駆動するための電流あるいはそ
の基礎となる電流を取出すカレントミラー回路を有する
有機ＥＬ駆動回路において、出力側トランジスタの１つ
の出力電流を受けて第１の電流値の電流を発生する電流
出力回路と、同様なカレントミラー回路と同様な電流出
力回路とを有する前段の有機ＥＬ駆動回路の電流出力回
路から第１の電流値に相当する第２の電流値の電流を入
力端子を介して受けて自己の電流出力回路に第１の電流
値の電流を発生させるように入力側トランジスタを駆動
する電流発生回路とを備えるものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】このように、この発明にあって
は、入力側トランジスタに所定の駆動電流が供給されて
複数の出力側トランジスタに有機ＥＬパネルのピンを駆
動するための電流あるいはその基礎となる電流を取出す
カレントミラー回路と、このカレントミラー回路の出力
側トランジスタの１つの出力電流に応じて第１の電流値
の電流を発生する電流出力回路とが設けられていて、電
流出力回路が入力端子から得られる前段の入力電流値
（第２の電流値）に相当する出力電流値を前段の有機Ｅ
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Ｌ駆動回路と同様に発生するように電流発生回路により
制御されているので、同様なカレントミラー回路と同様
な電流出力回路とを有する前段の有機ＥＬ駆動回路のピ
ン駆動電流値と実質的に等しくなるようなピン駆動電流
値をこの有機ＥＬ駆動回路で発生させることができる。
この場合には、第１の電流値と第２の電流値が実質的に
等しいので、電流出力回路を構成するトランジスタの特
性（特にそのｈfeが異なる）がカラムドライバごとに相
違していても同じ電流出力回路の囚虜句電流値が実質的
に等しいのでピン駆動電流にほとんど影響はない。な
お、各カラムドライバの電流出力回路が受けるカレント
ミラー回路の出力トランジスタの位置は、それぞれ同じ
位置にあることが好ましい。その結果、画面での輝度む
らを低減でき、特に、高輝度カラー表示が可能な有機Ｅ
Ｌ表示装置に適した回路を実現することができる。
【００１２】
【実施例】図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用
した一実施例の単純マトリックス型の有機ＥＬパネルの
カラムドライバを中心とするブロック図である。なお、
図２と同一の構成要素は同一の符号で示す。図１におい
て、１０は、有機ＥＬパネルであって、１１、１２は、
その有機ＥＬ駆動回路のカラムＩＣドライバ（以下カラ
ムドライバ）である。それぞれのドライバ１１、１２
は、基準電流制御回路ＲＣに換えて、駆動基準電流発生
回路１，２を有し、さらに次段電流出力回路３，４を備
えている。これらカラムドライバ１１とカラムドライバ
１２は、駆動基準電流発生回路１，２と次段出力回路
３，４とを除いてほぼ同じ回路構成であって、同じ構成
の入力トランジスタ１個に対してパラレルに接続された
複数の出力トランジスタを備えるカレントミラー回路１
３を有している。カラムドライバ１１の駆動基準電流発
生回路１は、図２の基準電流制御回路ＲＣと同様にオペ
アンプＯＰと、このオペアンプＯＰの出力をゲートに受
けて駆動されるＮチャネルトランジスタＴrp、このトラ
ンジスタＴrpのソースとグランドＧＮＤ間に設けられた
抵抗Ｒpとからなり、トランジスタＴrpの上流でこのト
ランジスタのドレインにそのドレインが接続されたＰチ
ャネルＭＯＳＦＥＴトランジスタＴraを駆動する。カレ
ントミラー回路１３は、トランジスタＴraと、これとカ
レントミラー接続されるＴrb～Ｔrnとを有している。Ｐ
チャネルＭＯＳＦＥＴトランジスタＴrb～Ｔrnのソース
側は、＋３Ｖの電源ライン＋ＶDDに接続されている。オ
ペアンプＯＰの入力側は、（＋）入力が基準電圧源Ｖre
fを介してグランドＧＮＤに接続され、（－）入力がト
ランジスタＴrpのソースに接続されている。なお、抵抗
Ｒpは、このＩＣの端子１１ａを介してこのＩＣの外に
取付けされている。
【００１３】トランジスタＴrb～Ｔrnのドレイン側は、
Ｄ／Ａ変換回路５，５…に接続され、このＤ／Ａ変換回
路５の基準駆動電流とされ、Ｄ／Ａ変換回路５が表示デ
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7
ータを受けてこの基準駆動電流に応じてそのときどきの
表示輝度に応じた駆動電流を生成してそれぞれに出力段
電流源６を駆動する。各出力段電流源６は、一対のトラ
ンジスタからなるカレントミラー回路で構成され、出力
端子Ｘ1～Ｘmを介して駆動電流ｉを有機ＥＬパネルに出
力する。最終段のトランジスタＴrnのドレイン側は、Ｄ
／Ａ変換回路５に接続され、このＤ／Ａ変換回路５を駆
動する。Ｄ／Ａ変換回路５は、設定されたデータに応じ
て出力段電流源６を駆動し、出力段電流源６が出力電流
ＩoutをこのＩＣの外部出力端子１１ｂから外部へと出
力する。ここでは、これらトランジスタＴrnと、Ｄ／Ａ
変換回路５、そして出力段電流源６とにより次段電流出
力回路３が構成されている。
【００１４】カラムドライバ１２の駆動基準電流発生回
路２は、図２の基準電流制御回路ＲＣと同様にオペアン
プＯＰと、このオペアンプＯＰの出力をベースに受けて
駆動されるＮチャネルトランジスタＴrq、このトランジ
スタＴrqのソースとグランドＧＮＤ間に設けられた抵抗
Ｒqとからなり、トランジスタＴrqの上流でこのトラン
ジスタのドレインにそのドレインが接続されたＰチャネ
ルＭＯＳＦＥＴトランジスタＴraを駆動する。カレント
ミラー回路１３は、前記したように、トランジスタＴra
と、これとカレントミラー接続されるＴrb～Ｔrnとを有
している。ＰチャネルＭＯＳＦＥＴトランジスタＴra～
Ｔrnのソース側は、＋３Ｖの電源ライン＋ＶDDに接続さ
れている。オペアンプＯＰの入力側は、（＋）入力が抵
抗Ｒaを介してグランドＧＮＤに接続され、さらにこの
ＩＣの入力端子１２ａに接続されている。そして、
（－）入力が抵抗Ｒbを介してトランジスタＴrqのソー
スに接続されている。なお、抵抗Ｒqは、このＩＣの内
部に形成されていて、抵抗Ｒpに対応するものであり、
実質的に同様な抵抗値を有している。
【００１５】ここで、入力端子１２ａは、カラムドライ
バ１１の外部出力端子１１ｂに接続されて、出力段電流
源６からの電流Ｉoutを受ける。次段電流出力回路４
は、カラムドライバ１２の最終段のトランジスタＴrn
と、Ｄ／Ａ変換回路５、そして出力段電流源７，８そし
て抵抗Ｒcとによりが構成されている。Ｄ／Ａ変換回路
５，出力段電流源８は、次段電流出力回路３のＤ／Ａ変
換回路５，出力段電流源６と同一の回路であり、出力段
電流源７も実質的に出力段電流源６と同一の回路であ
る。カラムドライバ１２の最終段のトランジスタＴrnの
ドレイン側は、Ｄ／Ａ変換回路５に接続され、このＤ／
Ａ変換回路５を駆動する。Ｄ／Ａ変換回路５は、設定さ
れたデータに応じて出力段電流源７，８を駆動し、出力
段電流源８の出力電流ＩoutがこのＩＣの外部出力端子
１２ｂから外部へと出力される。出力段電流源８と同一
の出力電流となる出力段電流源７の出力電流Ｉoutは、
抵抗Ｒcを介してグランドＧＮＤに接続され、出力電流
Ｉoutを抵抗Ｒcに流す。なお、図では、出力段電流源
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７，８を独立の電流源としているが、これら電流源をカ
レントミラー回路で構成すれば、単に複数の出力側トラ
ンジスタの１つをそれぞれに割り当てればよい。ここ
で、抵抗Ｒａと抵抗Ｒcとは等しい抵抗値のものであっ
て、ペア抵抗として形成されたものである。
【００１６】ここで、抵抗Ｒa，抵抗Ｒcの値は、電流Ｉ
outを受けたときにほぼ基準電源Ｖrefに対応する電圧を
発生する値に選択されている。そして、駆動基準電流発
生回路１のトランジスタＴrpは、基準電源Ｖrefの電圧
Ｖrefを受けて、その出力電流（駆動電流）としてＩref
が発生する。これに対応して出力段電流源６に電流Ｉou
tが発生する。一方、駆動基準電流発生回路２の抵抗Ｒa
には、基準電圧とほぼ等しい電圧Ｖrが発生するが、こ
のときのトランジスタＴrqが発生する出力電流（駆動電
流）は、トランジスタＴrpのｈfeとの相違していて電流
Ｉrefでなく、電流Ｉrefと異なる電流値Ｉであったとす
る。しかし、この駆動基準電流発生回路２では、トラン
ジスタＴrqが発生する出力電流（駆動電流）は、出力段
電流源７の電流Ｉoutを受ける抵抗Ｒcを介してその電圧
がオペアンプＯＰの（－）入力側に帰還されている。オ
ペアンプＯＰの（＋）入力側には、抵抗Ｒcと同じ抵抗
値の抵抗Ｒaに前段から電流Ｉoutを受けている。その結
果、抵抗Ｒcの電圧が抵抗Ｒaの電圧と等しくなり、電圧
Ｖrとなる。抵抗Ｒcと抵抗Ｒaとはペアとして形成され
た抵抗であって、実質的に等しい抵抗値となっているの
で、同出力段電流源８，７の出力電流がＩoutになるよ
うに制御される。これにより出力電流Ｉoutが流れる駆
動電流ＩをトランジスタＴrqが発生する。
【００１７】ところで、カラムドライバ１１，１２のト
ランジスタＴrnにより駆動されていない各Ｄ／Ａ変換回
路５には、表示データが設定されるが、トランジスタＴ
rnにより駆動されるＤ／Ａ変換回路５には、オールビッ
ト“１”の最大輝度の表示データが設定される。ピン駆
動電流ｉの最大値である最大電流値Ｉoutがカラムドラ
イバ１１の最終段の出力段電流源６とカラムドライバ１
２の出力段電流源７，８７とに発生して、各ピン駆動電
流ｉが制御される。これにより、各トランジスタＴra～
Ｔrnの駆動電流は、出力段電流源８に出力電流Ｉoutを
発生する電流に制御され、各出力段電流源６から出力端
子Ｘ1～Ｘmを介して有機ＥＬパネルに出力される駆動電
流ｉは、表示データに応じて出力電流ｉを発生する電流
になるようにそれぞれのカラムドライバ１１，１２にお
いて制御される。その結果、電流ドライバＩＣ間での相
違による画面での輝度むらを低減できる。実施例では、
カラムドライバ１１で駆動されるカラムドライバ１２で
は、出力段電流源７と出力段電流源８とを設けている
が、ドライバＩＣが２個の場合には、出力段電流源８の
回路は不要である。出力段電流源７のみで、カラムドラ
イバ１１のピン駆動電流値とカラムドライバ１２のピン
駆動電流値とを実質的に等しく制御できる。
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【００１８】以上説明してきたが、実施例では、基準電
流発生回路から基準電流を受けて、これに応じて次段電
流出力回路の電流を生成しているが、基準電流に対応し
た駆動電流あるいは有機ＥＬパネルの出力ピンを駆動す
る駆動電流から次段電流出力回路の電流を生成してもよ
いことはもちろんである。要するに、次段電流出力回路
の電流は、出力有機ＥＬパネルの出力ピンを駆動する駆
動電流に対応した電流であればよい。また、実施例の駆
動基準電流発生回路は、オペアンプを有する定電流回路
で構成しているが、オペアンプは、一般的な差動増幅器
であってもよい。さらに、実施例の電流駆動回路は、入
力側駆動トランジスタ１個に対してカレントミラー接続
された多数の出力側トランジスタを有するものである
が、この発明は、入力側駆動トランジスタは１個に限定
されるものではない。さらに、特願２００１－８８９８
９号の発明のようにカレントミラーの入力側トランジス
タＴraは、出力側トランジスタＴrb，Ｔrnの中央位置に
配置されていてもよい。なお、実施例では、ＭＯＳＦＥ
Ｔトランジスタを主体として構成しているが、バイポー
ラトランジスタを主体として構成してもよいことはもち
ろんである。また、実施例のＮチャンネル型（あるいは
ｎｐｎ型トランジスタ）は、Ｐチャンネル型（あるいは
ｐｎｐ型）トランジスタに、Ｐチャンネル型（あるいは
ｐｎｐ型）トランジスタは、Ｎチャンネル（あるいはｎ
ｐｎ型）トランジスタに置き換えることができる。この
場合には、電源電圧は負となり、上流に設けたトランジ
スタは下流に設けることになる。
【００１９】
【発明の効果】以上説明してきたように、この発明にあ
っては、入力側トランジスタに所定の駆動電流が供給さ*
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*れて複数の出力側トランジスタに有機ＥＬパネルのピン
を駆動するための電流あるいはその基礎となる電流を取
出すカレントミラー回路と、このカレントミラー回路の
出力側トランジスタの１つの出力電流に応じて第１の電
流値の電流を発生する電流出力回路とが設けられてい
て、電流出力回路が入力端子から得られる前段の入力電
流値（第２の電流値）に相当する出力電流値を前段の有
機ＥＬ駆動回路と同様に発生するように電流発生回路に
より制御されているので、同様なカレントミラー回路と
同様な電流出力回路とを有する前段の有機ＥＬ駆動回路
のピン駆動電流値と実質的に等しくなるようなピン駆動
電流値をこの有機ＥＬ駆動回路で発生させることができ
る。その結果、画面での輝度むらを低減でき、特に、高
輝度カラー表示が可能な有機ＥＬ表示装置に適した回路
を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用し
た一実施例の単純マトリックス型の有機ＥＬパネルのカ
ラムドライバを中心とするブロック図である。
【図２】図２は、従来の有機ＥＬ駆動回路の一例のブロ
ック図である。
【符号の説明】
１，２…駆動基準電流発生回路、３，４…次段電流出力
回路，５…Ｄ／Ａ変換回路、６，７，８…出力段電流
源、１０…有機ＥＬパネル、１１，１２，２１，２２…
カラムＩＣドライバ，ＲＣ…基準電流制御回路、ＣＣ…
駆動電流出力回路、ＣＯ…制御電流出力回路、ＯＰ…オ
ペアンプ、Ｓ1～Ｓm…スイッチ、ＳＢ…スイッチブロッ
ク、Ｔr1，Ｔrｍ，Ｔra，Ｔrb…トランジスタ、Ｒ1，Ｒ
m，Ｒa，Ｒb…バイアス抵抗。

【図１】
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